
劇評

　マンションの地下室を利用した作品。信仰におけるタブーや役者から語られるそれぞれの幽霊にまつわるストーリーに

より、観客の恐怖心を煽る。また、会場に設置された黒い箱形の舞台は、観客との距離を縮め、暗闇がさらに感覚を刺激する。

　我々は、なぜ幽霊を怖がるのか。それは、幽霊を畏敬の存在として捉えているからであり、また、現代社会における、人々

の生きることに対する不安定さを反映しているからだ。演出家、鐘伯淵は「幽霊とは、人々の感情が強烈に投影されたも

のなのだ。幽霊のことが語られてはいるが、それぞれのテーマは、人々に投影される強烈な思いや感情と必ず関係がある

のだ。」と語る。作中で語られるストーリーは、台湾で最近起こったリアルな事件などを改編したもの。また、演出も、観

客の劇場における安心感というものを挑発している。会場内の四方八方から様々な音が伝わってくる。観客は、暗闇の中で、

それらの細かい音に耳をすませ、常に緊張を保たなければならない。

　本作は、夜の回は 23 時に開演する。度胸のない人は、15 時と 20 時の回も選択できる。制作の李孟融は、「一人で幽霊

の話を見るのは怖いかもしれないけれど、他の観客と一緒に、怖くて死にそうとか、見ていられないという心理状態を楽

しんでもらえたら。」と語る。
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『真夏の奇譚集』

 


